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毎
年
７
月
１
日
、
養
老
の
夏

を
告
げ
る
伝
統
行
事
「
養
老

の
滝
開
き
式
」。
山
伏
姿
の
修

験
者
が
破
魔
矢
を
放
ち
、
護

摩
壇
に
点
火
し
、
養
老
の
滝

に
感
謝
と
訪
れ
る
人
々
の
祝

福
祈
願
を
し
ま
す
。

名
瀑
か
ら
の
冷
涼
な
る
贈
物





正
月
を
過
ぎ
る
こ
ろ
。
白
い

精
霊
が
舞
い
降
り
、
山
は
一

面
の
銀
世
界
。
旅
館
で
は
シ

シ
鍋
や
雪
見
酒
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

静

寂

か

つ

荘

厳

な

る

名

瀑
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交 通 アクセス（養老町役場）

お 問 い 合 わ せ

養 老 町 観 光 協 会
URL　http://www.kanko-yoro.jp

養老町役場　企業誘致・商工観光課
〒503-1392 岐阜県養老郡養老町高田 798番地
TEL.0584-32-1108　FAX.0584-32-2686
URL　http://www.town.yoro.gifu.jp/

東京（首都圏）方面から
東京駅 名古屋駅 大垣駅 美濃高田駅

２時間
東海道新幹線

３０分
東海道本線

２０分
養老鉄道

名神高速道路
名古屋方面から 大垣 I.C より 養老町役場

約２０分

東名阪自動車道
桑名東 I.C より 養老町役場

約１時間

大阪方面から 関ヶ原 I.C より 養老町役場
約２5分

大阪方面から
新大阪駅 米原駅 大垣駅 美濃高田駅

４０分
東海道新幹線

３０分
東海道本線

２０分
養老鉄道

至桑名（近鉄名古屋線）



日本武尊（やまとたけるのみこと）が、伊吹山の賊を滅ぼすも負傷しながら養老山麓の路を伊勢に向かい能褒野（現・亀山市）で
生涯を閉じたとされています。この道は、「みゆき道」ともよばれ、今では東海自然歩道として整備されています。
※４月～１１月頃はヤマビルにご注意ください。
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休

自
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農

警

ようろう
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養
老
公
園
の
背
後
に
あ
り
、

年
間
約
一
万
人
の
登
山
客

が
あ
り
ま
す
。
登
山
道
を

歩
く
と
標
高
八
五
九
m
の

養
老
山
に
到
着
で
き
ま
す
。

養
老
山
頂
か
ら
は
濃
尾
平

野
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
爽
快
感
い
っ
ぱ
い
に

山
歩
き
が
楽
し
め
ま
す
。

まぐさの滝
まぐさの滝は、標高350ｍに位置しており、落差約
30ｍ、幅約3ｍであります。
「まぐさ」という名前の由来は、聖武天皇が養
老御巡幸のとき、4日間の駐留に騎馬隊が馬糧
をこの滝付近の山から供したことからつけら
れました。

交
問

名神高速道路大垣 ICより車で約２０分及び徒歩約４５分
養老町役場　企業誘致・商工観光課 TEL ０５８４-３２-１１０８

柏尾廃寺跡
柏尾廃寺跡は、多芸七坊のひとつで、天平宝字年
中（757～765年）の創建と伝えられています。現在
も本堂・多宝塔が残っています。付近には、千体石
仏群があります。これは明治30年に村人がここを
発掘したところ、千数百体にのぼる石仏が出土し
たので、円錐形の壇上に安置したものです。

交
問

名神高速道路大垣ICより車で約２２分、
関ケ原ICより車で約２７分
養老町教育委員会生涯学習課 TEL ０５８４-３２-５０８６

養老寺
養老公園内にあり、孝子源丞内が開いた寺とされてい
ます。境内不動堂は、不動明王をまつり、昔は本巣郡生
津ノ里にあったのを当寺創立の時移したと伝えられて
います。現在瀧守護不動尊と称して崇信されています。
国指定重要文化財：木造十一面千手観音立像、剣（銘不明）、太刀（国光銘）
県指定重要文化財：木造釈迦如来立像

交
問
養老鉄道養老駅から徒歩約１０分
養老町教育委員会生涯学習課 TEL ０５８４-３２-５０８６

元正天皇行幸遺跡
元正天皇は、霊亀3年（717年）に養老の地に行
幸された際、養老の美泉を御覧になり、年号を
養老と改め、老人に位を授け、孝子を表彰する
など天皇の治世を天下にお示しになったとい
われています。

交
問
養老鉄道養老駅から徒歩約２５分
養老町教育委員会生涯学習課 TEL ０５８４-３２-５０８６

問 養老町役場　企業誘致・商工観光課 TEL ０５８４-３２-１１０８

日本武尊（やまとたけるのみこと）が、伊吹山の賊を滅ぼすも負傷しながら養老山麓の路を伊勢に向かい能褒野（現・亀山市）で
生涯を閉じたとされています。この道は、「みゆき道」ともよばれ、今では東海自然歩道として整備されています。この道は、「みゆき道」ともよばれ、今では東海自然歩道として整備されています

問 養老町役場　企業誘致・商工東 海 自 然 歩 道



緑
に
包
ま
れ
た
自
然

と
濃
尾
平
野
の
雄
大

な
眺
望
が
楽
し
め
、

家
族
連
れ
や
グ
ル
ー

プ
等
憩
い
の
場
所
と

し
て
最
適
で
す
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い
、

　
　
遊
び
も
い
っ
ぱ
い
。

爽
快
。

　
濃
尾
平
野
を
一
望
。

養
老
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

養
老
公
園
の
背
後
に
あ
り
、

年
間
約
一
万
人
の
登
山
客

が
あ
り
ま
す
。
登
山
道
を

歩
く
と
標
高
八
五
九
m
の

養
老
山
に
到
着
で
き
ま
す
。

養
老
山
頂
か
ら
は
濃
尾
平

野
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
爽
快
感
い
っ
ぱ
い
に

山
歩
き
が
楽
し
め
ま
す
。

養
老
山
頂
登
山
道

管理棟ロッジ（32人）
バンガロー小（5人）10棟
バンガロー大（8人）10棟
家族ハウス（10人）3棟

養老キャンプセンター
●申　　込
●受付時間
●開場期間
●休 場 日

●利用時間

電話 ０５８４-３２-０５２３（予約が必要）
１０：００～１６：００
４月１日～１１月３０日
４／１～８／３１（毎週月曜日）
９／１～１１／３０（毎週月・火曜日）
＊祝日の場合、その翌日となります
１３：００～翌日１２：００

　

昔
、
此
の
美
濃
の
国
に
貧
し
い
け
れ
ど

親
を
敬
い
大
切
に
し
て
い
る
樵
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。

　

毎
日
山
に
登
り
薪
を
取
っ
て
そ
れ
を
売

り
、
年
老
い
た
父
を
養
っ
て
い
ま
し
た
が
、

其
日
の
暮
ら
し
に
追
わ
れ
て
老
父
の
好
む

酒
を
充
分
に
買
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

或
る
日
い
つ
も
よ
り
も
ず
っ
と
山
奥
に
登

り
ま
し
た
。
谷
深
く
の
岩
壁
か
ら
流
れ
落
ち

る
水
を
眺
め
「
あ
ー
あ
の
水
が
酒
で
あ
っ
た

ら
な
あ
」
と
老
父
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ

た
時
、
苔
む
し
た
岩
か
ら
滑
り
落
ち
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
気
を
失
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
何
処
か
ら
か
酒
の

香
が
漂
っ
て
く
る
の
で
す
。
不
思
議
に
思
っ

て
あ
た
り
を
見
廻
す
と
岩
間
の
泉
か
ら
山
吹

色
の
水
が
湧
き
出
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は

ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
掬
っ
て
な
め
て
み

る
と
香
わ
し
い
酒
の
味
が
す
る
の
で
す
。
夢

か
と
思
っ
た
が
「
有
難
や　

天
よ
り
授
か
っ

た
こ
の
酒
」
と
腰
に
下
げ
て
い
る
ひ
ょ
う
た

ん
に
汲
ん
で
帰
り
老
父
に
飲
ま
せ
た
と
こ

ろ
、
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
老
父
は
一
口
飲
ん

で
驚
き
、
二
口
飲
ん
で
は
手
を
叩
い
て
喜
び
、

父
と
子
の
和
や
か
な
笑
い
声
が
村
中
に
広
が

り
ま
し
た
。

　

老
父
は
こ
の
不
思
議
な
水
を
飲
ん
だ

の
で
白
い
髪
は
黒
く
な
り
、
顔
の
皺
（
し

わ
）
も
な
く
な
り
、
す
っ
か
り
若
々
し

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
不
思
議
な
水
の

出
来
事
が
、
や
が
て
都
に
伝
え
ら
れ
、

奈
良
の
都
の
元
正
天
皇
は
「
こ
れ
は
親

孝
行
の
心
が
天
地
の
神
々
に
通
じ
て
お

誉
め
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
お
お
せ
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
此
の
地

に
行
幸
に
な
り
、
ご
自
身
飲
浴
せ
ら
れ

て
「
私
の
膚
は
滑
ら
か
に
な
り
、
痛
む

所
を
洗
っ
た
ら
す
っ
か
り
治
り
ま
し
た
。

め
で
た
い
出
来
事
で
す
、
老
い
養
う
若

返
り
の
水
で
す
」
と
年
号
を
養
老
と
改

め
ら
れ
、
八
十
才
以
上
の
老
人
に
位
一

階
を
、
孝
子
、
順
孫
、
義
父
、
節
婦
に

は
各
々
ご
ほ
う
び
を
授
け
ら
れ
、
こ
の

地
方
の
人
々
の
税
を
免
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

(

古
今
著
聞
集
よ
り
訳
文)

MAP
B-5

MAP
B-5



岐
阜
県
の
西
南
部
、
西
美
濃
の

養
老
山
麓
に
位
置
し
、
明
治
13

年
に
開
設
し
ま
し
た
。
春
は
さ

く
ら
、
夏
の
新
緑
、
秋
は
も
み

じ
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景

観
の
公
園
で
す
。
園
内
に
は
日

本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る

名
瀑
「
養
老
の
滝
」（
落
差
約

30
m
、
幅
約
4
m
）
を
は
じ
め
、

現
代
芸
術
家
・
荒
川
修
作
と
、

詩
人
の
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
の

構
想
に
よ
る
体
験
型
芸
術
庭
園

「
養
老
天
命
反
転
地
」、
自
然
の

地
形
と
環
境
を
十
分
生
か
し
た

こ
ど
も
の
遊
び
場
「
岐
阜
県
こ

ど
も
の
国
」
や
、
女
性
や
中
高

年
の
方
そ
し
て
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
ば
か
り
の
方
も
楽
し
め
る

「
養
老
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
な

ど
あ
り
ま
す
。

養
老
公
園

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
。

　
　
　
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
憩
い
の
場
。

交
問
養老鉄道養老駅から徒歩約 10分
養老公園事務所 TEL ０５８４-３２-０５０１

大型テント張りの施
設内には、9店舗が配
置され軽食から季節
料理、郷土料理など
のメニューが並ぶほ
か、おみやげ、観光案
内の店舗も出店して
います。

楽市楽座・養老 MAP:B-5

養老パークゴルフ場 養老天命反転地

交
問
養老鉄道養老駅から徒歩約 10分
楽市楽座・養老 TEL ０５８４-３２-４９１１

MAP
B-5



大巻

駒野橋

養老神社境内に
あり、元正天皇
が浴された美泉
と伝えられ、昭
和60年に「養老
の滝、菊水泉」
で環境庁から名
水百選の指定を
受けました。

菊水泉自然
MAP:B-5

交

問

養老鉄道養老駅から徒歩約25分
養老町役場 企業誘致・商工観光課 TEL ０５８４－３２－１１０８

開花時期は、9月
中旬～下旬頃で
す。津屋川堤防
沿いに約6km彼
岸花が咲きます。
（写真は源氏橋付近）

彼岸花群生地自然
MAP:C-4～6

交

問

養老鉄道養老駅、美濃津屋駅より徒歩約10分
養老町役場 企業誘致・商工観光課 TEL

TEL
０５８４－３２－１１０８

海津市役所 商工観光課 ０５８４－53－1374

竜泉寺の六社神社境内にあるムクの
木は、根廻り10.2ｍ、目通りの幹周
囲7ｍ、高さ25.5ｍの巨木です。
●県指定天然記念物
●所有者：六社神社　
●所在地：竜泉寺 

六社神社の
ムクの木

自然

MAP:B-3

交

問

名神高速道路大垣ICより車で約25分、関ケ原ICより車で約22分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

高田祭曳 MAP:B-3
祭

交

問

養老鉄道美濃高田駅より徒歩約10分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

室原祭は、井畑、色目、東向の
3瀬古それぞれの広場から　を
引いて、3輌の　が熊野神社前
に飾られます。この　は、3輌
とも長浜形式で、屋台の前半
分が大屋根付三方開きの舞台
となっており、往時には、子
供歌舞伎が盛大に行われまし
た。 

室原祭曳 MAP:C-1
祭

交

問

名神高速道路大垣ICより車で約20分、関ケ原ICより車で約23分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

文楽とは操人形浄瑠璃芝居のこ
とであり、室原文楽は文政
（1818～39年）の頃、土佐
の住人である茂平衛という人が
室原村に巡業に訪れ、その後、
この地にて人形浄瑠璃を後世に
伝えたいと有志をつのり、伝授
したと伝えられています。

室原文楽 MAP:C-1

問 養老町教育委員会 生涯学習課
TEL ０５８４－３２－5086

伊勢神楽の流れ
を汲む3段獅子
で、八戸あった
船頭たちが諸地
方で見聞したも
のを取り入れ、
滑稽、軽業的な
要素が多く含ま
れます。

栗笠の獅子舞 MAP:D-4
祭

問 養老町教育委員会 生涯学習課
TEL ０５８４－３２－5086

築造年代が3世紀後半で、岐阜
県最古級と考えられる前方後
方墳があります。青銅鏡や鉄剣、
鉄刀などが出土しました。

象鼻山古墳群 MAP:B-2
歴
史

交

問

名神高速道路大垣ICより車で約20分、関ケ原ICより車で約17分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

ここは宝暦治水工事で亡くなった義
士24人の遺体を埋葬したところで
す。昭和35年6月の発掘で7個の甕
が発見され、昭和46年11月には慰
霊堂が建てられました。

根古地薩摩
工事義歿者墓

MAP:D-6

歴
史

歴
史

交

問

名神高速道路大垣 ICより車で約10分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

妙見堂の木造釈迦如来立像は寄木造り
の玉眼像で、像高3.55m、台座は
1.33mです。右手は施無畏印を結び、
左手は掌を前にし、垂下して蓮華座に
立っておられます。面貌は温雅、玉眼は
大きく、肉身部は漆黒塗、法衣の部分
は漆箔の巨像です。

妙見堂の木造
釈迦如来立像

MAP:B-5

歴
史

交

問

養老鉄道養老駅より徒歩約25分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

天照寺の過去帳によ
ると27義士の法名、
死去年月日、俗名が
記録され、うち3義士
の方が天照寺墓地に
祀られています。また、
資料室もあります。 

天照寺薩摩工事義歿者墓 MAP:D-6
歴
史

交

問

名神高速道路大垣 ICより車で約10分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

懸仏とは、神前に奉懸
する円鏡に本地仏を浮
彫などしたものです。
多岐神社には、阿弥陀
如来、弥陀三尊、大日、
釈迦、観音など懸仏
27面が残っています。

多岐神社の懸仏 MAP:B-3
歴
史

交

問

名阪近鉄バス高田西町下車徒歩約10分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

宝暦治水工事において、総奉行平田靭
負が指揮をとったところです。平田翁
は多額の藩費を費やし、80余名の犠
牲者を出した責任をとり工事完成後の
宝暦5年 (1755年)5月25日にここで
自刃しました。現在、顕彰碑の他に銅
像及び辞世の歌碑があります。 

大巻薩摩
工事役館跡

MAP:E-6

歴
史

交

問

名神高速道路大垣 ICより車で約12分
養老町教育委員会 生涯学習課 TEL ０５８４－３２－5086

養老町高田の愛宕神社の例祭では、
西町の猩々　、東町の林和靖　、
下河原町の神楽獅子　の3輌が曳
かれます。にぎやかな笛、太鼓の
祭り囃子や、揃いの法被姿の　曳
さんの掛け声も勇ましく、わだち
を軋ませながら進み、所々で芸を
演じます。また西町の猩々　の彫
刻は県の重要指定文化財に指定さ
れております。
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養老町

制作：養老町教育委員会
「養老町の歴史文化資源」ホームページ：http://www.tagizou.com

養老山地に生息する猪を
鍋にして食べさせてくれ
ます。ボタンの花にも例
えられる薄ピンクの美し
い猪肉は、見た目だけで
なく栄養も満点です。天
然ものならではの味わい
が満喫できます。

天然ならではの猪肉が
満喫できる。

猪 鍋

ひょうたん

トマトやイチゴ

孝子物語の源丞内が腰に
つけていたと言われる
ひょうたん。養老町では
古くからひょうたんが栽
培されており、今では酒
器というよりインテリアとして販売されています。年
を重ねるごとに味わい深い色になり、全国から愛好家
が集まります。

年を重ねるごとに深い
色合いに。

げんじょうない

豊かな自然に恵まれた養老町
では、おいしい野菜やくだも
のがたくさん育ちます。特に、
早春に出荷のピークを迎える
トマトやイチゴは、岐阜ブラ
ンドとして、近隣県へも出荷
されています。

豊かな自然がはぐくんだ
大地の味覚。

made in YORO
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